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働く婦人の母乳輔育について

I はじめに

小児保健及び育児という点から見て，少くとも生後3

カ月までは，母乳だけで育てるこ主が望ましいとされて

いるが，一般に，産後休暇は"労働基準法に 6週間，と

規定されている現在，勤め仕事を持つ母親〈以下有職の

母親〉にとっては，職場保育所。設備りない限り，その

後は栄養法を切り変えざるをえない現状にある。乳児を

持つ有職D母規もできるだけ母乳育児で，その期間も 3

カ月から 6カ月になることが望まれるが，今回はそのた

めの pi1ot-studyとして，アンケートによる現状調査を

実施した。対象とLて愛育病院で出生し，引き続き同保

健指導部に来部していた有職り母親に限ったので，例数

も少なく限定された条件のもとでり調査ではあったが，

一応り結果をみたので報告する。

E 対象と方法

関査対象は昭和53年1月から54年12月。問に愛脊病院

で出産1.-，保健指導部に来部していた母親のうち，有職

り母親72名と，対照として，在胎週数，出産時母年齢，

出生順位，出生時異常の有無等についてできるだけマッ

チVグさせた無職の母親72名を選ぴ，ア γヶートによる

回答申得られた有職'ol名，無職39名について分析した。

E 調査内容

大きく分けて次GD5項目について質問した。

1 出産前，児の母乳・混合・人エ栄養方法の選択に対

しての希望

2 出産後とった実際の栄援方法

3 建前・産後の休暇規定の実態

4 最低希望する産後休暇についで

5 生後1年以内町児り健康状態。比較日
、
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N 調査結果および考察

対象者の児出生時母年齢は，ァ γヶート回答D中では

有験者自場合30歳代前半が多い傾向がみられた〈衰1)。

有験者37名の職業は表!i!)通りで教臓など専門職に携わ

っている人が半数以上であった。

表 1 対象者の児出生時母年齢，出生順位，性別
( )内は%

|昭一跨合計 1 !30-34lli!:1 35，歳~

有戦 137 間五11132〉

無職|川叫 (;6〉|fii.0)iA23〉|(112)
| 出生順位 喋
第1子 121-314

有職|(316〉|f2iめ1~~4) 1 d.'7) 
無:職1334〉|(;i.9〉13.7)IJoj|21118
表!有職者の職業

事務関係
教員

議従事者
マスコミ関係
技術関係

名。AV
。。a
υ
R
H
V

向。。。

1
 

合 計 3T名

:.、出産官iJGD:希望とする栄養方法は，母乳栄養を望んでい

る人が，、有職'ol例中27例，無職39例中'ol例と多数を示し

たが，有識。場合，混合7例〈無職2例〉人ヱ1例〈無

職0例〉と混合・入ヱを希望した人が20%近くに逮して

、いだよ母乳で育てたいと思った理由については，両群と

主 f栄養上すぐれている"“免疫・食物アレルギーなど
、P点:でずそれている" “母子関係が育つ" “自然であ

色"などり理由が上位を示した〈哀れ。

*た出産後。母体。自覚的な回復期間中退院後。人手
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。有無など周囲。環境についての条件は，両群とも大差

はなかった。(表 4-1， 1) 

次に復殿町時期と出生後6カ月なでD栄養方法の推移

をみると〈衰 5-1， 2).生後7目宮でゆ入院期間中は

両群とも大差なし 8割以上が完全母乳栄養であるが，

早くも生後2週間で有験の場合，母乳栄養率がやや減る

傾向がみられた。

復職。時期は全体白5L4%が生後4週目から 8週目未

満で復職しており，生後0カ月台では母乳栄務率有職

54.1%，無職53.8%と大差ないが，生後4週固から8週
目未満で，有職32.4%.無職59.0%，さらにS週目より

12週目未満で有職13.5%.無職な56.4%と有職母親の母

乳栄養率が著しく減少していた。勤務開始により母乳を

あきらめざるを得なかった姿がうかがえる。事実ミルク

を足した直接の理由は表Eに示すように，有職の場合

“勤務Dため"が半数近くを示l-.また表7のように復

職後を考えて休暇中にミルクに慣らしておくことに対し

表3 ①出産前。希望栄養方法

fキ栄 免 子母震ハ経 使 体母にい 人勧かられ品てら 本 自務ゐ済 な

土 L疫 的 利 よ 'WJ-C. E 然

有職 IW18151 5 4 4 5 10 

無職 3029 27 4 2 3 4 3. 9 

表5ー1 生後6ヵ月までの栄養方法

て16名(43.2%)が必要と考え，そり時点で由母乳分泌は

主観的判断ながら半数近くの7名が良好であった点から

も，母乳分泌カから見ると.;;.くとも休暇中母乳りみで

育児ができたと思われる人たちが，復職後を考えて早期

からミルクを足してしまっており，しかも表 80)結果に

みられるように， ミルクを足す時期について，自分。判

断で混合あるいは人工に移行している場合が，無職に比

べてやや多くみられた。しかし表Bに示したように"も

表4ー 1 母体の回復

ふ""¥有
職

4231 週週週迎
oj1ヵ月以内

25 29 
(67.6) (74.4) 

5678 週週週週 9 
(24.3) (17.9) 

11れ02週遇 。 2 
1 0 1 
1 。
2 。

合計~

時出Mlげ12矧Nail合判
有職 l肌唱。1J14弘司日3m.3211003

-下¥?ぷ1泊J7~l固F竺まa但で 母乳 混合 人工 合 a計醐@幽で0貨問噛
有職|無職有職|無職有職|無職有職|無職務開始ま

|くバ!|〈87-g|(16J|〈128f|〈o引 (o o?| 871 39 4週日未満 o (0.0) 
4週回日 0ヵ月台 1(日i?|(53，i!|ωoif|ω65|(521 〈乱。g1 371 3~1 ._-~，..~ 1 

12叫2週目三プで?' 1hHM明叫カ祈胡巾判、丹愉判眉胎州命判|いds詔ιd2パJ川;g引?引|σωd9J♂3器川?

2オ月台|〈135?|(5621〈バ?103引 (27.~~ 1 (20. 5~ 1_37-，1_'_39 齢制11(29.7)

3消台 I(1~.8tl_j岨す |μ321 〈231!|(46l;1(nE137!?9 く
、 、灯月台 〈83ι1川1 1〈43.5l〈35.!?|(233(田 i!|ω.1? 37I 39凶目以上 6(16.2)、

山川 '5;'Jj奇 l Z1 21 8l u| 引忽13~ カ (8.1)1 (43.6) 1 (27.0)1' (20. 5) 1 (64.9) 1 (35. 9) 
6 .Ji'il ~|=(5411血立Id| 〈179;ldl(胡 2137i 39 ， N.~. - 11(2.7) ¥ 
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表 5-2 生後2週間D栄養方法

¥事
完 全 λ工乳を加えた

N.A 合計
母乳 病院で|自分で

有職|(6221dldl(o件。o Z

無職||{74.24}9(128〉51|(1034〉||〈26〉1(10030〉9 

L勤務中に母乳を与えられる条件が整っていたら，でき

るだけ母乳で育てたい"と思う母親が. 6カ月間母乳を

与えられなかったお名中26名であった。有職の母親で生

後 3カ月以上母手U甫育を行い得た4例中2例ば，著書採所

内施設を利用できたケースであった。また生後6カ月以

上母乳だけで育てられた2例は“職場につれていった"

“神乳して祖母，おばに飲ませてもらった"という，特

殊なケースであった。

産前産後の有給休暇は表10ー 1に示す通り各8週ある

いは全期開通して16週とれた例が最も多く，全体の8割

近くが基準法以上申休暇が認められており，企体<1)9割

近〈が規定遺骨の休暇を取れていた(表10-2)。

個々の規定有給休暇を超過して休暇をとった人は約4

割で，期聞は2-3日から 1カ月以内が多し “母体D

回復のため"という理由が最も多くみられた(表11-

1. 2)。
育児休暇が認められているのは9名 (24.3%)で，教

員などー部町職種に限られていたが，突際に休暇を取っ

た人は4名で，休暇期間は生後7カ月から 1年の間であ

った。

またいわゆる授乳むための育児時聞は全体<1)6割以上

が認められておロ)， .1日60骨で1年間という規定が半数

以上であった(褒12)。

出産後1年間脊児をした有職。母親の有給主主ぴに無給

喪 6 さルグを足した直接り理由

直接の理由 |有 職|無 職

自分で母乳不足と思った 9(25.7) 13(48.1) 

人から母乳不足といわれた 1( 2.9) 3(11.1) 

勤務めため 17(48.6) O( 0.0) 

泣くため 2( 5.7) 3(11.1) 

事Li!買の状態が悪いため 2( 5.7) 2( 7.4) 

母病気 O( 0. 0) 1( 3.7) 

そり他 3( 8.6) O( 0.0) 

N.A. 1( 2.9) 5(18.5) 

合 計 |別加のい7(1叩 0)

休暇について，最低希望する産後休暖D期間と理由及び

期聞についての条件の結果は表13町通りで. 8週間から

1年間町範囲でほぼ同数の回答であったが，期「占につい

てD条件は3カ月を区切りに3先月以後も休暇を希望し

ている場合には，無給でも復帰できるポストが確保され

ていることを望んでいる人が多かった。また希望休暇期

表 7 産後休暇中にミルグに慣らしてお〈ことについ

て〈有機者自み回答}

母乳の分泌状態

必要と即応諾円忘..， t~ 17(4aめ

不要と思った 12畑 8)1 1良好Eかった|附 3)

衰 8 ミルグを足すにあたってD棺談相手

通話扇子ーー|有 職|無 職

医師・保健婦等 9 (25の 9 (33: 3) 

家 族 3(8.6) 1 (3.7) 

育児書等 3 (8.6) 1 (3.7)， 

N 自分の判A断. 
19 (54.3) 12 (44; 4)' 

1 ( 2.9) 4 (14.8) 

合 ~t 幻(100~1 27(100.0) 

表9←もし事業所内施設や職場近くに保育闘があって

勤務中に母乳を与えられる条件が整っていたら

く有職者のうち混合，人工に移行した35名の回答〉

ぜひ母乳で育てたい 26 (74.3) 

特にこだわらない 8 (22;9) 

N.A. 1 ( 2.9) 

合 言十 35(100.0) 

表10-1 産前産後四有給休暇について

休暇なし(規定がない〉 1(2.7) 

6週末満 5 (13.5) 

産前産後で各 6週 11 (29.7) 

6週以上 17 (45.9) 

自分の都合で自由 i 3 (8.1) 

表10-2 有給休暇取得状況

規定通りとれた 33 (89.2) 

とりにくかった 2 ( 5.4)・-…産前が

N.A 2 (5.4) 

合 n 37(100目 0)
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第11表ー l 有給休暇を超過してとった休暇0有無

自民本総合愛育研究所紀宴 、第路集
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、 1. I };I'， ~il'?玉石訂面五)
ι九二い~. A' ___l_!土壬立

、

第11衰-2仁超過してとった理由)()内、休隈D期間

ィ.母乳鍛誕を続けるため jl名I(2W) 

D.母体の疲労回復のため ¥5¥ (lW.2名、 1M2名、 9Ml名)

ハー制ーその他酬のため|パ 〈比 A)

品 川 刊の曲、 15十.，'"I明子酬を安定日朝
永~'N.'A '1'1 ¥ (2W)' 1崎病気(主W)

ト出動後の育児見通し (2，3日)
卜凶噛カ唱ぴヲヒ α.3日〉

l朱納児だ。た (3M)

表12 育児休眠及び育児時間D有無

聞の理由として，産後3カ月舟場合起は，母乳を与えた

い" “首がすわり通勤が楽"産後6カ月白場合は， “母

乳を与えたい"ノ‘集団保育以前の母子関係の安定"とい 1

うことが，比較的多〈あげられていた。

生後1年以内に仕事をやめたいと思ったことがある人

は表14に示すように11名 (29.7%)で，そり時期は生後1

2カ月からおヵ月の範閣でみられ .7カ月以降の後半にl

多くみられた。また実際生後l年以内に仕事をやめた人i

は4名正10.8%)で退職四時期は生後6カ月から12カ月

の闘であった。

有職古量殺と無職母親について，生後1年以内の児白状

態に対する医療を要しなかった軽い疾患，及び医療を受

砂た疾患について考察すると表1_5.16'0通りで， “湿疹

ができやすい?“離乳食を食べない" “よく泣く"など

全体としては無職の母親の方に軽度目訴えが多(.やは

り1日中児と対している状態で気にかかることも告し

不安にもなりやすいものと思われた。有殿町母親の場

合， “混合・人工栄養でミルグを飲まない" “使秘しや

すい" “下痢しゃ't，久が無職に比べて多い訴えとして

あげられ，また“夜泣きがある主も後半期に多い傾向が

みられた。

また実際に生後1年以内に医師自治療を要した疾患

表13 最低希望する産後休暇の期間と理由友び期間についての条件

、!
く一一 九

| 期間についtの条件 | 

椅であるとiI鰭Z主要Tl 

仏 、 1'0確保

一一荷主ゴ7
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8迦尚 1 7ω の
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商他.働く婦人D母乳晴育について

は，突発怯発疹を除けば，有識伯母親り場合に多く，集

団保育による感染症及び7カ月頃から食物アレルギーに

よると思われる疾患がでできている。これは初期の完全

母乳栄養期間とり関わり食いを考慮すべきである。有職

。母親の場合，仕事を休んでま宅医療を受ける必要のあ

ったものが乳児期後半に舎七また疾患の種類も多様で

あった。

V まとめ

愛育病院で出産した母親についての本調査では全体の

8割近丈が労働基構法申産前，産後休暇以上の休暇が定

められており，規定にあ号?というだけでなく，突際に規

定通り取れている場合が多かったが，さらに個々り規定

有給休暇以上D休暇をひき続き取った人が約4割あっ

た。その理由は“母体の回復りため"というととが主で

あった。また長期の育児休暇は全体の川程度しか認めら

れておらず，しがも規定にあっても実際に長期。休暇を

取った人はわずかで，社会的に育児休暇制度。導入や，

規定があっても，そ申利用申点などについてD検討が，

母動晴育申立場からも希望さ'れる。

上記のような現状。中で有識の母親は出産前，児に対

する栄養方法としてM無識の母親と同様に多数が母乳E甫

育を希望してドるがγ しかじ一方で有磁の場合，混合・

人工栄養を出産前町段階ですでに希望している人が20;百

近〈に逮じて指り，母乳栄養に対する窓臓が，復践すれ

ばいずれ混合，大工栄養になるという気持ちかちか，無

職の母親に比べ，比較的稀薄なように怠えるi

実際には生後す日までの入院期間中は筒群とも 8割以

上が母乳を与えており，また生後0カ月台では母乳栄養

表15 生後1年以内田児D健康状態に対する心配事

匿亙
心 配 事 Lヵ l2ヵ」 3，か 1空'"

-LL霊旦』童車E 主主~~'吃 リJ

.---〆/ -----F桐

) 1 

---日出，や 「い

----------， . /〆

---
主〆〆 Lシ/

1zb -

表14生後1年以内に仕事をやめたいと恩ったことの

有無及びその時期

ーしあった I 11 (29の
なかった I20 (54.1) I 
N.A. I 6α6.2) Iι  

tO祖 1 '37α00.0〉 'cハ

dった時期 I生後2ヵ冗 L名 6ヵ月町1名

十 3が月… 1 ・7ヵ月・・・2'.'

I 4先月・ '1 9-10ヵ月・・'.3

l ' 5ヵ月h ・1 . N.A.斗・ 1

怠った理由(;子供の病気

・夜泣き
・あとおい ん

・烹供D世話が十分できない、 λ

.離乳食 C3回食〉移行がうまれ、か
ない

・母乳をあげられない 九件

、.生活に沿われ仕事ずもo)意欲低すJ、

生後1年以内に仕事をやめた人 ¥ 

37名中4名 (10.8%)' ‘ ← A 

、 ¥時}調・生後6ヵ月， 9ヵ月払戸1占月，臼方月時}!;.

1年半で退職1名有

率た夫差ないが，生後2週間自で有職ゐ場合早ミも悔し

維持率が無職に比パ減る傾向がみら?れおいずれ:心レグ

を足すことになるとじても，まだ法定り体限期間九中-c1，

あり，特に母草L栄養の意義の大きい，生後2週間まで。

期尚だけでも母乳を与えることが霊堂れ忌;

復臓の時期は全体の半数が生後4週自からE週目栄満

でありその時期に呼応Lて母乳栄養率もb議月会54.1

1 .... ヵ 7i!__， I_!E Il!金
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-----
ン' 〆- ムヶ「 レ寸 bイZ 与〆τ
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心義w生後1年以内に医師。治療を要乙た疾患

l 月 齢 l 有

1ヵ月

2ヵ月

3ヵ月

4ヵ月

5ヵ月

6ヵ月

7;か月

"8ヵ月 C
9ヵ月 J

10ヵ月

、、

一/

ノ i

職 斗二二主 職

ハ I .気管支佳ぜんそく・かぜ

、 I .湿疹・湿疹

・中耳炎・かぜ

-下痢突発疹

・水泡疫・突発疹

・卵白プレルギーによるじんましん・かぜ・自家中毒

-かぜ

・かぜ・かぜ・かぜ

・かぜ・かぜ・かぜ

・突発疹・突発疹・突発疹

・突発疹・かぜ

-かぜ・突発疹・水;i1!i1i苦・腸重積・ナレルギー住ぜんそく

.かぜ・中耳炎(入院10日〕・はしか・結膜炎・自家中毒・
突発疹

-中耳炎11ヵ月

痢
一

吐
一

熱
一発一

J

悶一
噴
一

月他一一

路
ふ
ん
¥
一

%(無職53，8%)であるのに..1カ月台32，4%(無酸59

.0%5 2カ月台詠.5%(無職56.4.%)I:減少し，勤務開

始を前にたとえ母乳骨おが良好であ、ウτ屯復験後むこと

を考えて，自分自判断で混合あ石いは人工栄養に移行し

てしまう場昔が多いようであづた。

しかし復職後も施設内保育所等D設置で母乳を与えら

れる条件が整っていたら，ぜひ母乳で育て，たいと思って

いる母規は7割以上であった。

i 生後1年以内田児D健康状態に対する心配事は全体的

には無職伯母親白方，に訴えが多くみられたが， “混合・

人工栄養でミルクを飲まない"といった栄養法より心配

事は有職。母親D方が多かった。

F また生後ろ年以内に医師にかかった疾患む中で，有職

母親り児。場合，感染漉0頻度が高く，また食物アレル

¥ 

-突発疹・突発疹・中耳炎・語、ぜ

・中耳炎・かぜ

-結膜炎・かぜ・かぜ
、..，、

ギ-<0問題がでてきており，仕事を休んでも医療を受け

る必要がある疾患が多いと思われた。

最後に，出産後1年間，育児と勤務をしてみた有職。

母親が最低希望する産後休暇白期聞は， 3カ月間， 6カ

月聞が同数で， 1年間':.g週明白順となっていた。

また3カ月以後。休暇を希望Lている場合には亀無給

でも復職できるポストり確保を望む声が多かった。

今後，有職の母親む母乳晴育を考えていく上でγ 母乳

に対する母親自身。意識。向上とともに，事業所内保育

所等。保育施設D設置，少くとも最低生後3カ月までり

産後休暇0延長・長期育児休眠の充実等が，社会的に考

えられていくことを，よりよき人間造りむため期待した

し、。
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ま

O向1を一一一一一→「イ.病院で人工栄養を加えた

おつけください [ロ.自分で人工栄援を加えた

v
'
J
F川
島
栴
恒
包
J

昨
晩
Q
〈
蜜

vs

出産前、栄養方法はお母様の希望としてどのようになさりたいと思

っていました古弘

~a. 母乳だけでやっていきたいと思った

I b¥混合栄養でやっていJきたいと思った

| がは綿でやっていきたいと思った

J， 'ci'.怖に考えはなか。た

(a E'答えられた方のみ次にお答え〈ださい〕

・前Lですlてたい古思われた理由は何ですか。最犬の理由と思わ

れるものから順位をつけて3つお選ぴ〈ださい。

( )イJ栄義学上すぐれているから

. (... )ιロ.免疫アレルギーなどの点ですぐれているから

( )ハ.母子関係争滑っから、

( )エ..経済的だかち

( )ホ.便利だから

c )ぺ.母体によいと思うから
、/ 0印を
(. )ト.人から進められて . (実父・笑

おつけください

母・姑・主人・友人・医師・保健婦・助産婦・

よその他 ) 

( )チ.本など読んでよいと思ったから

( )リ自然だとJ患ったから一一一?づなぜ、そう思われ

ましたか ( ) 

( .))1;その他 ( ;.. ) 
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とられた方は主に

':' j， .'-1傾ゐ鴻令上とりにくかった

c."eれ:な去かった
--/d.その他・(

1規定ゐ有給休肢を超過じてi慨をとり了ましたか。

1何のiために何日4らいとちれましたかo

1 千・とづた一一一→迎由 fイ.母乳栄謎をつづけるため

、 日数( 、)日fi日 lロ.母体の疲労回復のため~

|ハ家事その他雑舟jの'ためt

1ニ.その他

、

r 、
J 

J 白 。

l.!ぃ …っ…〕
.ミ JレfをたLはじめたiIi;按の理由は何ですか。

7・自分て骨乳不足と異手'た記ーあ

tロ .λから母乳不足~\仏bれたため

ハ.体思の増えが悪いため
ニ.泣〈ため ・ ・川f

F-母親の病気のため、、

へ.母体の健康のため

平.乳頭め状態か惑いたら r

l
g
f
 

ー

ゾ

、

b.とらなかった ー

出産後何迎白から出勤なさいましたふiV :、ム j

a. 4迎白以内→(，.' )目みら
b_ 4迎白から

c. 5迎目:から
、d_ 6迎目から

e. 7迎目から

f. 8迎目から

g. ?週日以上ー→(

響
総

、一

、

l

、入jJ
、

P

一

チ.母親の勤務のためP

¥r.外出・.会合を乞に出般のため

F-その偽c-; ， ， 、 ) 

・ミノレペをたしはじめる時、ど女たか!こ相談なさい主しだか。

司.医師;保健婦、助産紛の指示

ロ.家校中知人に相談 、 、

ハ.育児酵をどを参考

-.自分の判断てe決めた '、

・もL芯撃所内保育闘や軌拐近くに保有悶があって勤務中間Lを
! 与えられる条件か1まうていたち母乳で育てたいと思いますか。

q.ぜひ母乳で育てたい
ロ.特にこ:だめち折、 J 戸川 、a

蹴
旧
端
医
駅
廃
炉
心
前
畑
、
縫
特

育児休暇が認められていま寸れ認められτいる場合、期間はどの
〈らいですか。

、¥

"'認められて時斗却'JJfO:(' ""j日間あるいは

パ F、 '.. (，. !'，_ ~V) ，ぬ月間(
認められていない 1 

〉に¥・'.;九三λ/ ー 汁

)ヵ月後から)週目あるいは(

_、.， .-
J ゴh叩、，、 l 、，一、!

職場の状況警思ついておたずねします。

j- ! 

。、占

、，
 

、
田

b 

育児(授斗のための)I時I聞が認められていますか。認められている

場合、 '1'8どの〈らいで、期l聞は生後何ヵ月聞ですか。 、 r 

a. ~認め凶ている:0;rn{t"( 、比 了分 fい : ;

l刻!削Jとき後(マ r) \~: f' ，)ヵ丹問b.認めら、札でいをい， .、" ι ， .， -._; : ~ : 1 ，/ 
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産後休暇は故低どのくらいあったらいいと思いますか、そのように

お考えになった理由をお書きください。また、お答えになられた期

間についての条件として何を望主れますか。

持'J /UJ: a. 6週間 b. 8週間

生後1年以内のお子様の状態についておたずねいたします。

お子様について生後1年以内の聞に特に心配になられたことがあり

ましたら、下記の各項目について、その月令の所にO印をおっけ願

います。
c. 3ヵ月間

e. 1年間

d. 6ヵ月間

f. 1年以上→( 心 首己 ，~ 3砂2月 3b2 R 3b3 11 ヵ411 ヵ5月 306 31 3か7n 3令8月 509 JI ヵ1011 h 11 jj 811 33 

申かぜをひきやすい

申湿"ができやすい

申 ~1:.1t.がか、

申 4心配な脚L

申心配~-f網

申促硲しやすい

申よ〈泣〈

骨混ミ令ルク・人をt飲t然ま旋なでい
申母ん乳を緩中心うで暢乳ぴ

@離乳食を食べない

@熱を出しやすい

骨夜泣きがある

h 
e。

理由.

v
'
J
p
d
N
h匹
叫

Ed申
Q
〈
血
思

V

寧

期間についての条件:

イ.有給であること

ロ 無給でもよいが復帰できるポストカ叩車保されていること

ハ.その他(

理想と忠われるJ選後休暇の形態についてご意見がありましたらご自

由にお瞥きくだきい。

ヰ望
怪

現在まてす士事を続けている方で、お子様が生後1年以内に仕事をや

めたいと強〈思ったl時期がありましたか。思われた方はその時j国と

理由をお書き〈ださい。

a.あった一一一___，時期:生後 ヵ月頃

理由:
上記以外仁生後1年以内に、医師にかかるような病気をされたお子

様は、その時の月齢と病名をお書き願います。

ヵ月頃 病名:

ヵ月頃 病名:

b.なかった

お子様が生後1年以内にお仕事をおやめになった方は、その時期と

理由をお往きください。

時期:生後 ヵ月

連曲:

お子さんをお育てになりながら、お仕事を続けてこられたお母様と

して何かご意見、ご感恕がございましたら、ぜひお防かせください。

故後に恐れ入りますが、お仕事の内容を具体的にご記入願います。

例)タイピスト・小学校教諭・ 会 社 事 務 ・ デ パ ー ト 販 売 ・ 等


